
日本看護協会 たばこ対策に本腰

　日本看護協会は2001年以来、たばこ対策に本格的に取り組ん

でいる。同年7月には、「たばこ対策宣言」を出したのを皮切りに、

同年8月には看護職のたばこ実態調査を実施。その後、たばこ問

題の専門家を含むワーキンググループをつくり、具体的な施策

の検討を進め、今年3月には「看護職のたばこ対策の行動計画」と

「禁煙支援プログラム」を発表する。

　2001年8月の看護職の喫煙実態調査によると、女性看護職の喫

煙率は24.5％で、一般の女性の喫煙率(厚生省国民栄養調査2002

年、10.2％)を大きく上回っていた。

　「看護職以外の仕事に従事したい」「できれば離職したい」と答

えた人のうち、喫煙者の割合は、それぞれ33％、31％で、看護職と

して働き続けたい人の26％よりも高く、仕事の満足度や達成感

が喫煙率に大きく影響していることが分かった。「女性看護職の

喫煙率が高い一方、女医の喫煙率は7％と低い。他の調査では、派

遣職の喫煙率が高いと聞く。自己完結できない補助的な仕事を

任せられることによるストレスが影響しているのではないか」

と同協会常任理事でたばこ対策担当の小野光子氏は話す。

　喫煙がもたらす健康への影響についての知識は、看護職とい

えども一般の人とあまり変らない。看護学校や寮で初めてたば

こに接して吸いはじめ、ニコチン依存になるケースが多い。尊敬

する先輩が吸っていることが動機であったりもする。小野常任

理事は「看護学生の防煙教育を行い、吸いはじめを止めることを

第一の目標とした。看護学校のいくつかの団体が横の連携をと

り対策を進めていて、すでに成果を出している。看護職のリーダ

ーの育成も念頭においている。男性が禁煙する動機には『自分や

家族の健康のため』がよく挙げられるが、女性の場合はそうでは

ないようだ。働く仲間の連帯感を刺激すること、『喫煙は、患者や

地域住民の健康指導に支障をきたす』という意識を持つこと、よ

り主体的な仕事をしようという意識を持つことが、女性の禁煙

につながるでしょう」と語る。

　看護協会は、2002年度に以下のような禁煙キャッチコピーを

一般市民から公募、昨年度は協会施設内、学会会場での完全禁煙

を達成した。今年3月、これまでのワーキング･グループで検討し

てきた結果を「看護職のたばこ対策の行動計画」「禁煙支援プロ

グラム」として発表する。今後3年間の目標設定を明示し、実際に

禁煙をサポートするための具体策を体系化したものである。看

護協会の今後の取り組みが期待される。

看護職とたばこ

まず手始めに
看護学生の防煙教育

協会の施設と学会会場での
完全禁煙実施
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①専門職として、たばこ対策への積極的な取組み

②看護職の禁煙をサポート

③禁煙・分煙の環境整備

④看護学生の禁煙・防煙教育の推進

た ば こ 対 策 宣 言

◆聴こえない？ あなたの肺から ナースコール

◆「ハイ」は元気に「肺」は綺麗に

◆その一本 おひかえナースって

禁煙キャッチコピーの入選作

日本看護協会　小野光子常任理事

　日本看護協会は1946年に設立され、

50年以上の歴史を持つ。全国の看護

職の約半数である54万人が加入す

る保健医療福祉専門職の最大組織

である。看護職とは①保健師②助産

師③看護師/准看護師で、会員の95

％以上が女性である。


